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本年度から始まる「第３次総合計画」
の概要をお知らせします。
　問い合わせ　秘書政策課　本間直樹

☎㉓0052



第
３
次
総
合
計
画
の
推
進

　

当
市
の
強
み
を
活
か
し
て
、
若

者
の
住
む
魅
力
の
向
上
に
重
点
的

か
つ
具
体
的
に
取
り
組
む
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
型
の
総
合
計
画
」

と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

　

５
つ
の
重
点
戦
略
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を

本
格
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
﹇
戦
略
１
﹈
富
士
山
型

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

　

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
利
便
性
を
活

か
し
た
拠
点
の
創
出
と
、
地
域
資

源
を
活
か
し
た
沿
岸
部
活
性
化
、

生
活
関
連
施
設
の
機
能
強
化
、
各

拠
点
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
な
ど
に
よ
り
、
ま
ち
全
体
の

総
合
発
展
と
安
心
安
全
の
確
保
に

よ
っ
て
関
係
人
口
の
増
加
を
図
る

と
と
も
に
、
住
む
魅
力
を
高
め
、

定
住
人
口
の
確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

海
岸
防
潮
堤
は
、
国
土
交
通
省

が
施
工
す
る
粘
り
強
い
構
造
へ
の

整
備
に
合
わ
せ
、
細
江
海
岸
へ
の

Ｌ
２
堤
防
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

　

東
名
高
速
道
路
相
良
牧
之
原
Ｉ

Ｃ
北
側
地
区
に
お
け
る
高
台
開
発

は
、
土
地
区
画
整
理
組
合
が
設
立

さ
れ
、
本
格
的
に
土
地
区
画
整
理

事
業
に
着
手
し
ま
す
。
組
合
が
行

う
公
共
施
設
部
分
の
整
備
を
対
象

と
し
た
補
助
金
交
付
な
ど
に
よ
り
、

組
合
を
支
援
し
ま
す
。

本年度のまちづくりの方針や予算、主要事業についてお知らせします。
問い合わせ　施政方針＝秘書政策課　本間直樹 ㉓0052 

予算・主要事業＝財政課　松下幸弘 ㉓0054

き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
首
都
圏

と
連
携
し
た
応
募
者
の
呼
び
込
み

強
化
、
市
内
企
業
や
商
工
会
な
ど

と
連
携
し
た
定
着
支
援
、
市
内
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
へ
の
入

居
費
用
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ス
ズ
キ
株
式
会
社
相
良
工
場
の

拡
張
事
業
は
、
事
業
用
地
の
排
水

路
と
な
る
普
通
河
川
の
改
修
工
事

を
実
施
し
、
県
が
行
う
測
量
や
用

地
調
査
が
終
わ
り
次
第
、
地
権
者

の
皆
さ
ま
に
用
地
買
収
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
現
場
を
支
え
る
外

国
籍
住
民
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
生
活
に
係
る
情
報
提
供
や
相

談
を
多
言
語
で
行
う
窓
口
を
設
置

し
ま
す
。
ま
た
、
外
国
籍
児
童
生

徒
が
、
小
中
学
校
へ
の
編
入
前
に

必
要
な
日
本
語
の
習
熟
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
プ
レ
ス
ク
ー
ル
事
業

を
実
施
し
、
外
国
籍
児
童
生
徒
の

学
校
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

　

家
庭
に
お
け
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
促
進
に
向
け
て
は
、
既
存
の
一

戸
建
て
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
に
対

す
る
補
助
制
度
を
新
設
し
、
家
庭

に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削

減
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
﹇
戦
略
３
﹈
日
本
一
女
性

　

に
や
さ
し
い
ま
ち
の
推
進

　

経
済
的
支
援
の
充
実
や
子
ど
も

を
持
つ
世
帯
、
特
に
子
育
て
を
す

る
母
親
目
線
で
の
施
策
の
充
実
に

取
り
組
み
、
若
者
世
代
の
流
出
抑

制
、
定
住
促
進
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

国
の
相
談
、
妊
娠
、
出
産
へ
の

給
付
制
度
に
合
わ
せ
て
、
市
独
自

の
入
学
祝
金
支
給
事
業
を
新
設
す

る
な
ど
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育

て
に
関
す
る
事
業
間
の
連
携
を
強

め
、
よ
り
魅
力
的
な
支
援
制
度
と

し
ま
す
。

　

学
齢
期
の
児
童
の
孤
立
や
孤
食

へ
の
対
応
、
生
活
習
慣
の
形
成
や

学
習
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
放
課
後

や
夏
休
み
な
ど
の
居
場
所
」
を
つ

く
る
た
め
、
榛
原
児
童
館
の
増
設

を
含
め
た
実
施
設
計
や
支
援
内
容

の
検
討
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
を
中
心
に
市
民

ニ
ー
ズ
が
高
い
公
園
施
設
は
、
小

堤
山
公
園
へ
の
展
望
滑
り
台
の
設

置
、
油
田
の
里
公
園
資
料
館
の
改

修
や
移
動
式
遊
具
の
整
備
な
ど
、

親
子
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
施
設
の

充
実
を
進
め
ま
す
。

　

女
性
が
活
き
活
き
と
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
女
性
が

趣
味
や
特
技
を
活
か
し
た
ス
モ
ー

ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
複
数
実
施
し
、
子

育
て
と
や
り
た
い
こ
と
を
両
立
し

た
働
き
方
を
実
現
す
る
「
月
３
万

円
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
実
施
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
導
入
し
、
実
践
す
る
女
性
の

創
出
と
活
躍
す
る
女
性
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
企
業
と
連
携
し
て
、

育
児
に
関
す
る
休
暇
取
得
や
、
男

性
の
育
児
参
加
の
促
進
な
ど
に
係

る
取
り
組
み
の
検
討
を
行
い
、
企

業
に
勤
め
る
女
性
の
働
き
方
の
改

善
を
図
る
と
と
も
に
、
市
と
し
て

の
女
性
の
活
躍
、
子
育
て
し
や
す

い
働
き
方
の
宣
言
な
ど
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　

幼
児
教
育
・
保
育
で
は
、
子
ど

も
を
預
か
る
環
境
や
、
安
全
管
理

に
関
す
る
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
幼
児

教
育
・
保
育
施
設
の
職
員
を
対
象

と
し
た
研
修
会
の
開
催
、
送
迎
バ

ス
へ
の
セ
ン
サ
ー
設
置
に
関
す
る

支
援
、
見
守
り
を
行
う
保
育
士
確

保
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
﹇
戦
略
４
﹈
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
Ｄ

Ｘ
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
数
拡
大

な
ど
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
向
上
や
業
務
効
率
の
改
善

を
進
め
ま
す
。

施政方針の全文は、
榛原・相良庁舎の
情報公開コーナー
や市ホームページ
で確認できます。

　
﹇
戦
略
２
﹈
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

　

ン
と
経
済
成
長
の
好
循

　

環
の
実
現

　

令
和
４
年
度
に
行
っ
た
農
業
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
に
よ
る
実
証
実
験

デ
ー
タ
を
活
か
し
、
荒
廃
農
地
の

茶
樹
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
炭
の
製

造
実
験
と
、
転
作
作
物
栽
培
の
効

率
化
の
検
討
を
通
じ
て
事
業
を
軌

道
に
乗
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
事

業
者
と
連
携
し
た
横
展
開
な
ど
を

進
め
ま
す
。

　

農
業
者
が
適
正
な
施
肥
量
把
握

の
た
め
に
行
う
土
壌
診
断
や
分
析

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

早
生
樹
に
関
す
る
協
議
会
に
よ

る
試
験
栽
培
、
導
入
促
進
に
向
け

た
調
査
研
究
、
建
材
や
施
設
園
芸

の
燃
料
な
ど
へ
の
利
活
用
の
検
討

を
通
じ
て
、
荒
廃
農
地
の
利
活
用

を
進
め
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
呼
び
込
み

と
定
着
に
向
け
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
引
き
続

ク
セ
ス
道
路
と
な
る
市
道
東
中
海

老
江
線
、
市
道
静
波
中
央
幹
線
の

整
備
に
向
け
た
用
地
取
得
な
ど
を

進
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
「
富
士
山
型
ま
ち
づ
く

り
」
や
「
学
校
再
編
」
の
推
進
と
、

市
全
体
の
都
市
計
画
の
整
合
を
図

る
た
め
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策

定
と
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
見
直
し
を
、
令
和
５
〜
７
年
度

ま
で
の
３
カ
年
で
進
め
ま
す
。

　

沿
岸
部
活
性
化
は
、
静
波
海
岸

周
辺
地
域
に
お
け
る
ア
ク
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
の
支
援
や
市

有
地
の
有
効
活
用
を
進
め
ま
す
。

相
良
地
区
、
地
頭
方
地
区
に
お
い

て
も
、
静
波
海
岸
周
辺
を
先
行
モ

デ
ル
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
踏
ま
え
た
検
討
組
織
の
設
立

な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

生
活
関
連
施
設
で
は
、
榛
原
図

書
館
を
榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階

に
移
設
・
拡
充
し
、
読
書
席
の
増

加
や
児
童
コ
ー
ナ
ー
、
学
習
室
の

新
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。
整
備
中

の
多
目
的
体
育
館
は
、
料
金
や
予

約
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
準
備
を
進
め

ま
す
。
両
施
設
と
も
、
令
和
６
年

３
月
の
完
成
に
向
け
、
整
備
を
進

め
ま
す
。

　

高
台
と
沿
岸
部
、
空
港
の
結
節

点
と
な
る
坂
部
地
区
で
は
、
市
内

農
産
物
の
販
売
や
魅
力
発
信
、
災

害
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
機
能

を
備
え
た
道
の
駅
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
各
拠
点
を
結
ぶ
ア

　

副
市
長
を
最
高
情
報
責
任
者
Ｃ

Ｉ
Ｏ
と
し
、
そ
の
補
佐
官
に
外
部

デ
ジ
タ
ル
人
材
を
登
用
す
る
こ
と

で
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を

活
か
し
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
可
能
な
行

政
手
続
き
を
増
や
し
て
い
く
と
と

も
に
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
窓

口
で
の
効
率
化
や
利
便
性
を
向
上

す
る
「
書
か
な
い
窓
口
」
な
ど
、

全
て
の
人
が
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
多

様
化
、
利
便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
﹇
戦
略
５
﹈
次
代
を
切
り

　

拓
く
力
を
育
む
新
た
な

　

学
校
づ
く
り

　

新
し
く
設
置
す
る
義
務
教
育
学

校
の
候
補
地
（
榛
原
中
学
校
と
そ

の
周
辺
、
金
谷
御
前
崎
連
絡
道
路

大
沢
Ｉ
Ｃ
北
側
周
辺
）
を
基
本
と

し
て
、
新
し
い
学
校
施
設
の
検
討

を
進
め
ま
す
。
専
門
家
、
保
護
者
、

学
校
関
係
者
、
企
業
な
ど
で
構
成

す
る
「
新
し
い
学
校
づ
く
り
検
討

会
」、
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
庁
舎
内
で
の

検
討
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
の
検
討
を
重
ね
、
市
民
意
見
を

反
映
し
た
学
校
施
設
整
備
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
現
在
の
学
校
用
地
を
閉

校
後
な
る
べ
く
早
く
利
活
用
で
き

る
よ
う
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し

た
可
能
性
調
査
の
結
果
や
学
校
区

の
皆
さ
ま
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、

方
向
性
案
を
作
成
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
新
た
な

財
源
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

事
務
事
業
の
見
直
し
を
図
り
、
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

厳
し
い
社
会
情
勢
や
財
政
状
況

の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
準
備
を
進
め
て
き
た
第
３
次
総

合
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
希
望
あ
る
未
来
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

親子で楽しく過ごせる設備の充実

市
議
会
２
月
定
例
会
初
日
（
２
月
27
日
）
に
、
杉
本
市
長
が
本
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

を
述
べ
ま
し
た
。
一
部
を
抜
粋
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。多目的体育館がいよいよ完成へ

市長と相良高校生との意見交換



業
補
助
金
の
新
規
計
上
に
よ
り
前

年
度
対
比
57
・
０
％
の
増
額
、
県

支
出
金
は
空
港
隣
接
地
域
賑
わ
い

空
間
創
生
事
業
や
原
子
力
災
害
対

策
事
業
、
ふ
じ
の
く
に
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
推
進
エ
リ
ア
形
成
事
業
、

工
業
用
地
安
定
供
給
促
進
事
業
な

ど
に
よ
り
前
年
度
対
比
17
・
０
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

市
債
は
、
多
目
的
体
育
館
や
道

の
駅
（
仮
）
さ
か
べ
の
整
備
な
ど

か
ら
前
年
度
対
比
46
・
９
％
の
増

額
と
な
り
ま
す
。

の
民
生
費
は
、
小
学

校
入
学
時
に
児
童
一

人
当
た
り
３
万
円
を
支
給
す
る
入

学
祝
金
支
給
事
業
や
子
ど
も
の
居

場
所
支
援
事
業
、
高
齢
者
福
祉
施

設
空
調
設
備
改
修
事
業
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。
こ
ど
も
医
療
費
助
成

な
ど
も
引
き
続
き
計
上
し
、
子
育

て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し

ま
す
。

の
市
民
税
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
縮
小
傾
向
に
あ
る

こ
と
や
企
業
収
益
の
持
ち
直
し
か

ら
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
も
、
大
手
企
業
な

ど
の
設
備
投
資
に
よ
る
償
却
資
産

の
伸
び
に
よ
り
増
額
と
な
り
、
市

税
全
体
で
は
前
年
度
対
比
８
・

１
％
の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

歳
入
不
足
を
補
う
た
め
、
財
政

調
整
基
金
（
貯
金
）
か
ら
13
億
円
、

公
債
費
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め

減
債
基
金
か
ら
２
億
円
を
繰
入
金

に
計
上
し
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は
前
年
度
同
額
、

地
方
譲
与
税
や
各
種
交
付
金
は
物

価
高
騰
の
影
響
か
ら
減
額
と
見
込

み
、
地
方
消
費
税
交
付
金
に
つ
い

て
は
反
対
に
物
価
高
騰
を
考
慮
し
、

１
億
５
９
０
０
万
円
の
増
額
を
見

込
み
ま
し
た
。

諸
収
入
は
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
支
援
事

　

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
２
２
７
億
３
千
万
円
で
す
。

　

令
和
６
年
開
館
を
目
指
す
多
目
的
体
育
館
や
放
射
線
防
護
対
策
の
エ
ア
シ
ェ
ル
タ
ー
、「
道
の
駅

（
仮
）
さ
か
べ
」
の
整
備
、
相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ
北
側
開
発
な
ど
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に

加
え
、
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
を
核
と
し
た
沿
岸
部
の
活
性
化
や
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
な
ど

に
予
算
付
け
を
し
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
２
年
連
続
で
２
０
０
億
円
を
上
回
り
、
合
併
以
降
最
大
規

模
の
積
極
型
予
算
と
な
り
ま
す
。

教
育
費
は
、
外
国
籍
児
童
生
徒

の
増
加
に
伴
う
日
本
語
や
生
活
様

式
の
理
解
不
足
解
消
の
た
め
、
小

中
学
校
へ
の
編
入
前
に
必
要
な
日

本
語
習
熟
を
行
う
プ
レ
ス
ク
ー
ル

事
業
、
榛
原
図
書
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
防
災
拠
点
機
能
を
兼
ね
備

え
た
多
目
的
体
育
館
の
整
備
費
を

計
上
し
ま
し
た
。

衛
生
費
は
、
不
妊
治
療
の
助
成

事
業
や
産
婦
健
診
・
産
後
ケ
ア
事

業
・
通
院
支
援
に
加
え
、
妊
娠
か

ら
出
産
ま
で
の
負
担
軽
減
の
た
め

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
用
創
エ

ネ
・
省
エ
ネ
・
畜
エ
ネ
機
器
な
ど

の
設
置
に
対
す
る
補
助
事
業
に
加

え
、
新
規
事
業
と
し
て
省
エ
ネ
住

宅
普
及
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

総
務
費
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
取
り
組
み
や
、
多

文
化
共
生
推
進
事
業
、
海
岸
沿
岸

部
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
サ
ー

フ
ィ
ン
競
技
を
核
と
し
た
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
推
進
事
業
、
移
住
・
定
住

に
係
る
補
助
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

土
木
費
は
、
細
江
地
区
の
Ｌ
２

津
波
堤
防
の
整
備
や
無
電
柱
化
推

進
事
業
、
誘
客
と
に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
た
め
の
「
道
の
駅
（
仮
）

さ
か
べ
」
の
整
備
事
業
や
相
良
牧

之
原
Ｉ
Ｃ
北
側
開
発
事
業
費
を
計

上
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
生
活

交
通
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
生

活
道
路
な
ど
の
改
良
事
業
も
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

消
防
費
は
、
放
射
線
防
護
対
策

と
し
て
、
多
目
的
体
育
館
へ
の
エ

ア
シ
ェ
ル
タ
ー
の
整
備
や
勝
間
田

消
防
館
の
建
設
事
業
を
計
上
し
ま

し
た
。
静
岡
地
域
消
防
広
域
化
事

業
に
よ
り
災
害
対
応
力
の
強
化
を

図
り
、
市
民
の
安
全
・
安
心
に
取

り
組
み
ま
す
。

商
工
費
は
、
沿
岸
部
の
に
ぎ
わ

い
創
出
の
た
め
の
沿
岸
部
活
性
化

事
業
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業
、

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
推
進
事
業
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
萩
間
地

区
工
業
用
地
造
成
事
業
の
実
施
に

よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
は
、
荒
廃
農
地

の
茶
樹
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
炭
製

造
や
、
お
茶
か
ら
の
転
作
作
物
に

よ
る
荒
廃
農
地
の
増
加
抑
制
お
よ

び
収
益
化
、
環
境
に
配
慮
し
た
農

業
を
推
進
し
ま
す
。
津
波
・
高
潮

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
更
新
や
地

頭
方
漁
港
海
岸
防
潮
堤
整
備
な
ど

も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。



主要事業
市の総合計画における７つの重要施策に掲げて
いる項目ごとに、主要事業を紹介します。

ピンク色の事業は、「富士山型ネットワークの充
実」「ゼロカーボンと経済成長の好循環の実現」
「日本一女性にやさしいまちの推進」「DXの推進」
「次代を切り拓く力を育む新しい学校づくり」の５
つの重点戦略・プロジェクトに係るものです。

榛原図書館をリノベーション（イメージ）子育て世代を多方面から応援

スタートアップの誘致と定着支援を実施 多文化共生のまちづくりを推進

夢に乗るまち  牧之原
豊かな自然を活かした
心豊かでアクティブな
暮らしが実現できるまち

主要事業
令和５年度

放射線防護施設（エアシェルター）を整備省エネ住宅の普及を推進

牧之原ＩＣ北側土地区画整理事業が始動



市では、新婚世帯や子育て世帯が住宅を取得、あるいは賃貸住宅に入居する場合に対して、各種
支援を行っています。また、空き家のリフォームに対する支援や、東京圏からの移住者に対する
支援もあります。要件に合うものがありましたら、担当までお問い合わせください。

問い合わせ　都市住宅課　池田拓人　☎532633

結婚を機に市内で住宅を取得する、または民間の賃貸住宅に入居する新婚世帯に対して、住宅の取得費や賃貸
住宅の入居にかかった費用（初期費用、引越費用、家賃など）について一部助成します。
令和 5年度から、 されました。

結婚を機に、市内にある民間の賃貸住宅で同居を開始する新婚世帯に対して、月額家賃の一部を24カ月にわ
たって助成します。
年齢や所得の要件はありませんが、婚姻と入居日のいずれか遅い方から２カ月以内に申請が必要となります。

や

市内に住宅を新築、購入（中古物件を含む）した子育て世帯に奨励金を交付します。
になりましたので、申請の前に担当課に問い合わせてください。

東京圏に一定期間在住・在勤していた人が所定の条件を満たして、牧之原市で移住・
就業する場合に支援金が交付されます。令和 5年度から子ども加算の内容を変更して、

条件が多岐に渡りますので、申請を希望する人は、事前に担当課へ問い合わせてください。

市の登録台帳に登録された空き家のうち、移住者が購入または賃借して住む場合や、
事業者が「移住者限定賃貸物件」として活用する場合、居住部分のリフォーム費用や
残置物の撤去費用の一部を補助します。事前協議が必要なため、物件の契約前に担当課に問い合わせてください。

ややや 、 の皆さん！



複合がん検診・婦人科検診
複合がん検診（胃・肺・大腸）

受診券送付対象者（５月末～６月に送付予定）
◎令和２～４年度に市の複合がん検診（胃・肺・大腸）を受診した人
◎健康推進課に令和５年度複合がん検診の受診希望連絡をした人

　＊受診券がお手元に無くても受診は可能ですが、事前に受診券送付を希望する場合、
　LoGoフォームから申請するか、健康推進課（☎㉓0024）にお問い合わせください。

検診会場を選べます
　複合がん検診は集団検診で行います（６月～１月の間、市内各所で実施）。
　詳細は、日程表（受診券裏面）や市ホームページ（後日掲載予定）をご確認ください。

複合がん検診と特定健診を同時に受けられる「セット検診」を本年度も実施！
　「セット検診」は、１日で複合がん検診と特定健診を同時に受診できるので、忙しい人におすすめです。
　詳細は、案内チラシ（受診券に同封予定）や市ホームページ（後日掲載予定）をご確認ください。

婦人科検診（子宮・乳・骨粗しょう症）
受診券送付対象者（５月末～６月に送付予定）
　◎令和３年度に市の婦人科検診（子宮・乳）を受診した人
　◎平成30年度に市の骨粗しょう症検診を受診した人
　◎令和５年度婦人科検診受診対象者（下表参照）で、健康推進課に
　　令和５年度婦人科検診の受診希望連絡をした人
　＊令和３年度以前に婦人科検診を受診した人で、受診券送付を希望する場合、
　　LoGoフォームから申請するか、健康推進課（☎㉓0024）にお問い合わせください。
　＊令和４年度に婦人科検診を受診した人は、本年度は受診できません。
　＊婦人科検診については、広報まきのはら７月号で詳しくお知らせします。

無料クーポン券送付対象者（５月末～６月に送付予定）
　◎子宮頸がん＝平成14年４月２日～平成15年４月１日生まれの人
　◎乳がん＝昭和57年４月２日～昭和58年４月１日生まれの人

検診名 対象年齢（令和５年３月31日時点） 自己負担金

複合
がん検診

胃がん検診 40歳以上 1,900円
結核・肺がん検診 40歳以上 無料
大腸がん検診 40歳以上 1,000円
肝炎ウイルス検査　 今まで同様の検査を受けたことがない人 無料（＊１）

婦人科検診

乳がん検診
（マンモグラフィー検査） 40歳以上で前年度に受診していない人 2,000円

子宮頸がん検診 20歳以上で前年度に受診していない人 1,900円
骨粗しょう症検診 40歳以上 1,300円（＊２）

問い合わせ　健康推進課　清水明日香　☎㉓0024

（＊１）40、45、50、55、60歳の人は無料で受診可能です。それ以外の人は1,300円です。
（＊２）40、45、50、55、60、65、70歳の人は1,300円で受診可能です。それ以外の人は2,750円です。

検診内容

LoGoフォーム
（複合がん検診、
婦人科検診共通）

い。

令和５年度も
始まります 新型コロナワクチン接種の概要

本年度も、すべての人に自己負担なしで新型コロナワクチンを接種いただけます。
年齢や基礎疾患の有無などにより、接種可能な回数が異なりますのでご注意ください。

問い合わせ　健康推進課　☎㉓0024

［接種のイメージ］ 令和４年度
秋開始接種

令和５年度春開始接種
（５月８日月～８月）

令和５年度秋開始接種
（９月～令和６年３月）

初回接種（生後６カ月から） １セット接種
＊生後６カ月～４歳は３回、５歳以上は２回で１セット（従来型ワクチン）

追
加
接
種

12
歳
以
上

▶65歳以上
▶基礎疾患あり（12～64歳）
▶医療従事者、高齢者施設
　などの従事者

１回接種
（オミクロン対応
２価ワクチン）

１回接種
（オミクロン対応
２価ワクチン）

１回接種（予定）
（使用ワクチンは検討中）

上記以外
１回接種

（オミクロン対応
２価ワクチン）

接種なし １回接種（予定）
（使用ワクチンは検討中）

５～11歳

基礎疾患を有する人は
さらに１回

追加接種が可能（★）
（オミクロン対応
２価ワクチン）

１回接種（予定）
（使用ワクチンは検討中）

１回接種（予定）
（使用ワクチンは検討中）

令和４年度秋開始接種（令和４年９月～）
接種期間が延長されました

接種場所
　市総合健康福祉センターさざんか
接種期間
４月29日土まで（集団接種のみ）
　＊個別接種（乳幼児接種以外）は３月で終了しました。
　＊５～11歳は接種開始からの期間が短いことから、　
　　８月まで期間が延長されます。
　＊春開始接種の対象でない人（上記表「接種なし」に
　　当てはまる人）は、令和５年度秋開始接種まで接種
　　できませんのでご注意ください。
対象者
　初回接種が完了している５歳以上の人のうち、オミク
　ロン株対応２価ワクチンを未接種の人で、前回接種か
　ら３カ月が経過した人
　＊１人１回限り受けることができます。

接種予約（５月８日月開始）
　■Webでの申し込み（24時間対応）
　　新型コロナワクチン接種予約サイト ▶
　■電話での申し込み
　　牧之原市コロナワクチン予約相談センター
　　☎ 050（5210）8729
　　（平日のみ　午前８時15分～午後５時）

■Webでの申し込み（24時間対応）

■電話での申し込み
　牧之原市コロナワクチン予約相談センター
☎ 050（5210）8729
　（平日のみ　午前８時15分～午後５時）

◀LoGoフォーム

令和５年度春開始接種（５月８日月～８月）
対象者
　①～④に該当する人で前回接種から３カ月経過した人
　①65歳以上の人　②基礎疾患がある12歳～64歳の人
　③医療従事者、高齢者施設などの従事者
　④基礎疾患がある５～11歳の人
接種券発送
　①65歳以上の人
　　＝前回接種日から３か月を経過する時期に順次発送
　②基礎疾患がある12歳～64歳の人
　　＝接種を希望する人は事前申請が必要（Web／電話）
　③医療従事者、高齢者施設などの従事者
　④基礎疾患がある５～11歳の人
　　＝③④で接種を希望する人は事前申請が必要（申請
　　　方法は市ホームページなどでお知らせします）
　＊④はオミクロン株対応ワクチンを１回接種した人が
　　対象です。
　　オミクロン株対応ワクチン未接種の人には、前回接
　　種日から３カ月経過する時期に接種券を発送します。

３カ月経過する前に12歳の誕生日を迎える場合は
申請が必要です。

令和
５年度

１回接種
（オミクロン対応
２価ワクチン）

不明な点はお問い合わせください。

★（例）３月18日にオミクロン対応２価ワクチンを打った基礎疾患を有する人は、６月18日～８月の間にさらに１回打つことができます。



５月８日以降、マスクの着用は任意としますが、体温測定などの実施について
は引き続きご理解、ご協力をお願いします。また、体温が37.5℃以上ある場合
のほか、咳症状や倦怠感などがある場合は、相談を見合わせていただきます。

市民相談センター（消費生活センター）案内図

２階　市民相談センター
　　　（消費生活センター）

水道課入り口

入り口

市役所榛原庁舎

駐車場

駐車場

榛
原
文
化

セ
ン
タ
ー

会
館
棟

榛
原
庁
舎

西
館

静
波
体
育
館

駐車場

問 ☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎
問

☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎ 問 ☎

この施設は、子育て親子の交流の促進や、相談、情報提供、助言などによる子育て不安の
緩和を目的とした、子育て応援施設です。３歳未満の児童と保護者以外にも、隣接した部
屋には、３歳以上の子どもや児童が遊べるスペースがあり、兄弟姉妹やおじいちゃん、お
ばあちゃんと一緒に遊ぶこともできるようになります。
施設の利用は無料です。今後、さまざまなイベントも計画中です。家庭以外で、お子さん
と遊ぶ場所の１つとして、ぜひ活用してください。

問い合わせ　福祉こども相談センター　永田高章　☎㉓0083

［オープン日時］

５月13日土  午前11時00分～

開所式やオープニングイベント
（愛称作成者への記念品贈呈など）

を行います！

子育て支援センター相良あそぼっと
移設オープンします

愛称は
 公募で
　決定！

［利用時間］
火曜日から日曜日（第３金曜日・祝日の翌日・年末年始を除く）

午前10時～午後５時
［対象年齢］

０歳から18歳未満の学生・児童
児童の保護者・関係者

［場所］
ミルキーウェイスクエア内 （牧之原市波津３丁目11番地）

［電話番号］
☎525808 ／ ☎080（2625）8332

＊施設の大きさにより入場を制限させていただく場合があります。
＊開所式やオープニングイベントのため初日のみ午前11時からの利用となります。
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環
境

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
や
市
環
境
審
議
会
（
平ひ

ら

井い

一か
ず

之ゆ
き

会
長
）
で
の
審
議
を
い
た
だ
き
、

「
第
２
次
牧
之
原
市
環
境
基
本
計
画
」

を
見
直
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
海
洋
汚
染
、

生
物
多
様
性
の
保
全
に
係
る
危
機
的

状
況
な
ど
、
地
球
規
模
で
多
く
の
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
今
回
の
見
直

し
で
は
特
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
に

つ
い
て
大
き
く
見
直
し
、
令
和
３
年

１
月
に
表
明
し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
に
向
け
、「
２
０
５
０

年
温
室
効
果
ガ
ス
実
質
排
出
量
ゼ

ロ
」
を
目
標
に
、
よ
り
一
層
の
省
資

源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
温
暖
化
の
影
響
と
考
え
ら

れ
て
い
る
災
害
の
激
甚
化
や
猛
暑
に

よ
る
健
康
被
害
な
ど
、
す
で
に
起
こ

り
つ
つ
あ
る
気
候
変
動
の
影
響
に
適

応
し
て
い
く
た
め
の
対
策
を
「
気
候

変
動
適
応
計
画
」
と
し
て
新
た
に
盛

り
込
み
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
恵
み
豊
か
な
駿
河
湾
と

日
本
一
の
大
茶
園
を
誇
る
牧
之
原
台

地
に
抱
か
れ
、
人
の
暮
ら
し
と
自
然

が
調
和
し
た
良
好
な
環
境
を
有
し
て

い
ま
す
。
先
人
た
ち
が
育
み
守
っ
て

き
た
こ
の
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
そ
し
て
本
市
の
望
ま
し
い

環
境
像
で
あ
る
「
う
み
・
そ
ら
・
み

ど
り
と
共
生
す
る
ま
ち　

ま
き
の
は

ら
」
の
実
現
に
向
け
、
市
民
・
事
業

者
の
皆
さ
ま
と
の
連
携
・
協
働
に
よ

り
、
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
う
み
・
そ
ら
・
み
ど
り
と
共
生
す
る
ま
ち  

ま
き
の
は
ら
」
の
実
現
に
向
け
て

牧
之
原
市
環
境
基
本
計
画
を
見
直
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

環
境
課　

知
久
達
哉　

☎
（
53
）
２
６
０
４

平井会長（左）から答申書を受け取る杉本市長

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

令
和
５
年
度　

市
役
所
の
組
織
・
人
事
体
制

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

石
神
真
由
美　

☎
（
23
）
０
０
５
１

▼
総
務
部

　
（
総
務
部
長
）
大
石
光
良

　
（
危
機
管
理
監
）

田
浩
之

　
（
危
機
管
理
専
門
監
）
福
原
弘
教

　
（
総
務
課
長
）
横
山
和
久

　
（
管
理
検
査
課
長
）
吉
國
徳
倫

　
（
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
長
）
小
林
大
助

　
（
危
機
管
理
課
長
）
森
田
克
彦

▼
企
画
政
策
部

　
（
企
画
政
策
部
長
）
大
石
佳
伸

　
（
政
策
監
）
大
石　

隆

　
（
秘
書
政
策
課
長
）
竹
内
英
人

　
（
地
域
振
興
課
長
）
原
口
克
也

　
（
情
報
交
流
課
長
）
福
代
正
樹

　
（
財
政
課
長
）
藤
永
直
樹

▼
市
民
生
活
部

　
（
市
民
生
活
部
長
）
山
本
喜
宣

　
（
市
民
課
長
）
紅
林
敏
郎

　
（
国
保
年
金
課
長
）
内
藤
治
彦

　
（
税
務
課
長
）
大
塚
康
裕

　
（
環
境
課
長
）
瀧
井
円
裕

▼
福
祉
こ
ど
も
部

　
（
福
祉
こ
ど
も
部
長
）
櫻
井
康
章

　
（
社
会
福
祉
課
長
）
河
原
瑞
穂

　
（
子
ど
も
子
育
て
課
長
）
前
田
明
人

　
（
福
祉
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
長
）
榛
葉
清
澄

▼
健
康
推
進
部

　
（
健
康
推
進
部
長
）
河
原
﨑
貞
行

　
（
健
康
推
進
課
長
）
古
川
馨
子

　
（
長
寿
介
護
課
長
）
植
田
伸
也

▼
産
業
経
済
部

　
（
産
業
経
済
部
長
）
原
口　

亨

　
（
農
林
水
産
課
長
）
松
浦
邦
彦

　
（
お
茶
振
興
課
長
）
新
井
淳
之

　
（
部
付
課
長
）
八
木
康
仁

　
（
商
工
観
光
課
長
）
浅
井
大
典

　
（
企
業
立
地
推
進
課
長
）
山
本
英
広

▼
建
設
部

　
（
建
設
部
長
）
前
田
里
芳

　
（
新
拠
点
整
備
専
門
監
）
吉
添
智
宏

　
（
建
設
課
長
）
池
田　

武

　
（
建
設
課
技
監
）
清
水
秀
哲

　
（
公
園
公
共
建
築
課
長
）
藤
田
圭
一

　
（
都
市
住
宅
課
長
）
源
間
成
紀

　
（
新
拠
点
整
備
室
長
）
西
川
浩
年

　
（
水
道
課
長
）
萩
原
貴
憲

▼
教
育
文
化
部

　
（
教
育
文
化
部
長
）
内
山
卓
也

　
（
教
育
総
務
課
長
）
佐
々
木
悟

　
（
学
校
再
編
推
進
室
長
）
小
塚
康
道

（
学
校
教
育
課
長
）
中
村
元
信

　
（
社
会
教
育
課
長
）
永
野
智
芳

　
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長
）
大
石
昌
秀

▼
会
計

　
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
増
田
典
之

▼
議
会
事
務
局

（
議
会
事
務
局
長
）
田
形
正
典

　
（
議
会
事
務
局
次
長
）
本
杉
裕
之

▼
監
査
委
員
事
務
局

　
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
川
村
千
恵
美

▼
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

　
（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）
柴　

直
子

▼
ま
き
の
は
ら
活
性
化
セ
ン
タ
ー
派
遣

　
（
ま
き
の
は
ら
活
性
化
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）
加
藤　

智

▼
広
域
施
設
組
合
派
遣

　
（
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所
長
）
水
野
浩
充

▼
保
育
園
・
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
関
係

　
（
坂
部
保
育
園
長
）
松
下
志
保
子

　
（
地
頭
方
保
育
園
長
兼
地
頭
方
幼
稚
園
長
）
髙
塚
ユ
リ

　
（
牧
之
原
保
育
園
長
）
山
本
恵
子

　
（
相
良
こ
ど
も
園
長
）
谷
下
千
春

組
織

自
治
自
治
振
興
の
リ
ー
ダ
ー

令
和
５
年
度　

地
区
長
・
区
長
・
町
内
会
長
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課　

今
村
優
奈　

☎
（
23
）
０
０
５
３

相良地区 宮
み や

部
べ

勉
つとむ 萩間地区 中

な か

山
や ま

香
かおる 川崎地区 杉

す ぎ

山
や ま

勉
つとむ 勝間田地区 村

む ら

松
ま つ

直
な お

巳
み

片浜地区 大
お お

石
い し

茂
し げ

生
お 地頭方地区 曽

そ

根
ね

優
ゆ う

治
じ 細江地区 中

な か

山
や ま

道
み ち

博
ひ ろ 坂部地区 板

い た

倉
く ら

元
はじめ

菅山地区 川
か わ

田
た

和
か ず

弘
ひ ろ 牧之原地区 大

お お

﨑
さ き

信
の ぶ

博
ひ ろ

１丁目 柴
し ば

山
や ま

大
だ い

治
じ 青池 谷

た に

内
う ち

一
か ず

美
み 新戸 山

や ま

本
も と

広
ひ ろ

道
み ち 三栗 飯

い い

塚
づ か

浩
こ う

二
じ

２丁目 鈴
す ず

木
き

恒
つ ね

男
お 寄子 石

い し

神
が み

幸
ゆ き

雄
お 庄内 松

ま つ

塚
づ か

薫
かおる 朝生 小

こ

林
ばやし

尚
ひ さ

夫
お

３丁目 川
か わ

村
む ら

光
み つ

司
じ 西福田 只

た だ

井
い

保
や す

寿
と し 鹿島 畑

は た

清
せ い

示
じ 牧之原北 内

う ち

村
む ら

和
か ず

巳
み

４丁目 大
お お

石
い し

義
ただし 東福田 鈴

す ず

木
き

正
ま さ

幸
ゆ き 仁田 戸

と

塚
づ か

隆
たかし 布引原 市

い ち

川
か わ

博
ひ ろ

夫
お

東５丁目 遠
と お

勢
せ

栄
え い

太
た

郎
ろ う 根松 中

な か

山
や ま

修
おさむ 道場 松

ま つ

澤
ざ わ

正
ま さ

彦
ひ こ 牧之原中央 赤

あ か

堀
ほ り

文
ふ み

敏
と し

西５丁目 中
な か

西
に し

太
た

計
け

司
し 堀の内 大

お お

井
い

主
ち か ら

税 追廻 中
な か

原
は ら

幸
ゆ き

男
お 牧之原南 辻

つ じ

良
よ し

典
の り

６丁目 辻
つ じ

正
ま さ

博
ひ ろ 時ヶ谷 久

く

保
ぼ

田
た

晃
こ う

司
じ 中 浅

あ さ

野
の

睦
むつみ 坂部第１ 小

お

関
ぜ き

弥
や

八
は ち

仲町 鈴
す ず

木
き

文
ふ み

基
た か 道上 横

よ こ

山
や ま

光
み つ

明
あ き 勝間下 大

お お

石
い し

篤
と く

哉
や 坂部第２ 渡

わ た

辺
な べ

則
の り

章
あ き

10 丁目 小
こ

林
ばやし

正
ま さ

晴
は る 後原 田

た

村
む ら

嘉
よ し

教
の り 勝間上 村

む ら

松
ま つ

千
ち

歳
と せ 坂部第３ 小

こ

関
せ き

美
み

敏
と し

11 丁目 加
か

藤
と う

義
よ し

宏
ひ ろ 谷の口 八

や

木
ぎ

智
ち

加
か

志
し 切山下 村

む ら

松
ま つ

春
は る

夫
お 坂部第４ 吉

よ し

村
む ら

正
ま さ

志
し

12 丁目 大
お お

石
い し

岩
い わ

夫
お 橋向 河

か わ

守
も り

將
まさる 切山中 村

む ら

松
ま つ

寿
ひ さ

嘉
よ し 坂部第５ 大

お お

関
ぜ き

進
すすむ

東慶林 八
や

木
ぎ

岩
い わ

夫
お 藤沢 斉

さ い

藤
と う

五
い つ

夫
お 勝田上 増

ま す

田
だ

修
な お

巳
み 坂部第６ 松

ま つ

本
も と

周
しゅう

治
じ

県営住宅 辻
つ じ

昭
あ き

哉
や 橋柄 田

た

中
な か

久
ひさし 勝田下 村

む ら

松
ま つ

秀
ひ で

男
お

相良区 伊
い

藤
と う

剛
た か

好
よ し 菅山区 川田和弘 牧之原区（相良） 平

ひ ら

岡
お か

敏
と し

弘
ひ ろ 静波区 杉山　勉

福岡区 秋
あ き

野
の

裕
ひ ろ

之
ゆ き 中里区 中山　香 地頭方区 増

ま す

田
だ

忠
た だ

弘
ひ ろ 細江区 中山道博

波津区 宮部　勉 白井区 中
な か

田
だ

二
ふ

三
み

男
お 落居区 曽根優治 川崎区 片

か た

瀬
せ

徹
とおる

須々木区 増
ま す

田
だ

修
しゅう

次
じ 神寄区 畠

は た

寿
と し

夫
お 豊岡区 増

ま す

田
だ

晴
は る

久
ひ さ 勝間田区 村松直巳

大沢区 米
よ ね

山
や ま

宏
ひろし 西萩間区 寺

て ら

尾
お

佳
よ し

治
は る 新庄区 栗

く り

田
た

勝
か つ

也
や 牧之原区（榛原） 大﨑信博

大江区 神
か み

谷
や

浩
ひ ろ

之
ゆ き 東萩間区 森

も り

木
き

松
ま つ

男
お 遠渡区 渡

わ た

辺
な べ

益
ま す

延
の ぶ 坂部区 板倉　元

片浜区 大石茂生

詳しくは
市ホームページ
をご覧ください

▶社会福祉課の福祉相談支援係をこどもセンターに移管し、こどもセンターの名称
　を「福祉こども相談センター」に改称
▶商工観光課の観光施設係を観光振興係に統合

主な
変更点

健
康
５
月
８
日
月
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
「
５
類
」
に
移
行

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

☎
（
23
）
０
０
２
４

新型コロナウイルスの感染法上の分類が５月８日月から、季節性インフルエンザと同じ「５類
感染症」となります。それに伴い、医療費の負担や感染者の外出自粛などの対応が変更されます。
医療費など
　▶検査や外来診療の費用が、患者の一部自己負担となります。

　▶薬局での検査キットの購入は引き続き可能です。
　▶ワクチン接種については、本年度も公費負担で接種できます。

感染者や濃厚接触者の外出自粛
　▶感染者本人や濃厚接触者の外出自粛期間はなくなります。新型コロナに感染した場合の学
　　校への登校や会社への出勤などは、学校や会社の指示に従ってください。学校の出席停止
　　基準は今後、国から示される予定です。
　▶新型コロナの感染力は変わりませんので、感染した後しばらくは、外出時は人混みを避け、
　　マスクの着用などにご協力をお願いします。

食料支援など
　▶市で行っている食糧支援やパルスオキシメーターの貸し出しは、５月２日火正午までの受
　　け付け分で終了します。

５月７日日まで ５月８日月～９月末まで

自己
負担

あり 初診料 初診料、検査料、解熱鎮痛剤や咳止めなどの一般の薬
の費用（インフルエンザ受診時と同程度）

なし 検査料、新型コロナ治療に
対する全ての薬の費用 新型コロナ治療薬の費用（ゾコーバ、ラゲブリオなど）



奨
励
令
和
５
年
度
か
ら
施
行

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
に
対
す
る
奨
励
金
交
付
制
度

問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

政
野
隆
輔　

☎
（
53
）
２
６
４
３

相
談

　

市
で
は
本
年
度
か
ら
、
国
外
ま
た
は
国

内
で
開
催
さ
れ
る
全
国
規
模
以
上
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
す
る
個
人
ま
た
は
団

体
に
対
し
、
選
手
の
一
層
の
活
躍
と
市
民

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
推
進
を
図
る
た
め
、

奨
励
金
を
交
付
す
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

　

該
当
す
る
人
は
、
大
会
出
場
後
、
所
定

の
様
式
に
必
要
書
類
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
部
屋
で
新
生
活
！

「
賃
貸
借
契
約
」
を
理
解
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
！

問
い
合
わ
せ　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

杉
山
通
明　

☎
（
22
）
０
０
８
８

　

こ
の
時
期
、
高
校
を
卒
業
し
大
学
に

進
学
す
る
、
学
生
か
ら
社
会
人
に
な
る

な
ど
、
新
生
活
が
始
ま
る
若
者
が
多
く
、

今
ま
で
の
生
活
で
は
無
か
っ
た
消
費
生

活
上
で
の
契
約
な
ど
に
つ
い
て
の
判
断

が
求
め
ら
れ
る
中
、
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展

す
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
ま
す
。

賃
貸
物
件
の
入
居
時
・
退
去
時
に

は
注
意
が
必
要
！

﹇
事
例
①
﹈

　

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
借
り
、
敷
金
な

ど
約
18
万
円
を
支
払
っ
た
が
、
入
居
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
解
約
を
申
し
出
た

ら
「
契
約
は
成
立
し
て
い
る
。
清
掃
費

用
以
外
は
返
金
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ

た
。
カ
ギ
も
受
け
取
っ
て
い
な
い
の
で
、

な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
。

﹇
事
例
②
﹈

　

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
退
去
後
、
貸
主

か
ら
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
用
な

ど
で
計
17
万
円
の
原
状
回
復
費
用
を
請

求
さ
れ
た
。
敷
金
礼
金
は
な
い
部
屋
で
、

契
約
書
に
原
状
回
復
に
関
す
る
特
約
も

な
か
っ
た
。
高
額
な
請
求
に
納
得
で
き

な
い
。

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

▼
契
約
時
＝
契
約
書
の
記
載
内
容
や
賃

貸
物
件
の
現
状
を
よ
く
確
認
し
、
写
真

を
撮
っ
て
お
く

　

禁
止
事
項
、
修
繕
に
関
す
る
事
項
、

退
去
す
る
際
の
費
用
負
担
に
関
す
る
事

項
な
ど
の
ほ
か
、「
ル
ー
ム
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
費
用
は
全
額
借
主
負
担
」
と
い
っ

た
特
約
が
な
い
か
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

▼
入
居
中
＝
入
居
中
の
ト
ラ
ブ
ル
は
貸

主
側
に
す
ぐ
相
談
す
る

　

借
主
が
貸
主
側
に
無
断
で
修
繕
を
行

う
と
、
そ
の
内
容
や
金
額
に
つ
い
て
貸

主
側
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
退
去
時
＝
精
算
内
容
を
よ
く
確
認
し
、

納
得
で
き
な
い
点
は
貸
主
側
に
説
明
を

求
め
る

　

納
得
の
で
き
な
い
費
用
を
請
求
さ
れ

た
場
合
に
は
、
国
土
交
通
省
が
定
め
る

「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
ガ
イ

ド
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
参
考
に
、
貸

主
側
に
説
明
を
求
め
、
費
用
負
担
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
に
は
、
市
民
相
談
セ
ン

タ
ー
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）
へ
早
め

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
相
談
員
が
解
決

の
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

牧
之
原
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

「
ま
き
サ
ポ
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

横
山
英
紀　

☎
（
53
）
２
６
４
７

商
工

市では、中小企業者・個人事業主・起業をお考えの人などからのさまざまな相談を無料で受け
付け、課題の解決に向けて支援するサポートセンターを開設しています。経営改善や創業、事
業承継や雇用確保に関するお悩みなど、どんなことでも気軽に相談してください。

— ☎㉓ ☎53
☎㉓ ☎㉓ ☎52

商
工
親
と
若
者
の
た
め
の
就
労
支
援
活
動

ス
タ
ー
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

石
田
梨
瑠　

☎
（
53
）
２
６
４
７

　
「
ス
タ
ー
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
カ
フ
ェ
」

で
は
、
働
き
た
い
け
ど
働
く
一
歩
を

踏
み
出
せ
な
い
若
者
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
就
労
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
よ
る
「
働
く
力
を
引
き
出
す
相

談
会
」
を
毎
月
開
催
し
、
就
労
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
個
別
相
談
会
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
相
談
会
の
日
程
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の
人
は

い
ま
せ
ん
か
？

▼
就
労
活
動
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？
▼
他
人
と
会
話
す
る
の
が
苦
手

▼
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
▼
職
場
の
人
間

関
係
に
悩
ん
で
い
る
▼
親
と
し
て
ど

う
関
わ
っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

▼
子
ど
も
が
働
か
な
い
で
ず
っ
と
家

に
い
る
▼
本
人
に
や
る
気
が
み
ら
れ

な
い　

な
ど

▼就労

▼フォローアップ

▼キャリアコンサルティング

▼市内の企業見学・就労体験

▼ハローワークへの付き添い

▼履歴書作成のアドバイス

▼個別相談会

▼ハローワーク情報の提供

St
art

working Cafe

市ホームページ

開催日時 毎月第２・４金曜日　午前９時～午後５時

相談時間 １件につき80分程度（１日４件まで）
①午前９時～　②午前10時30分～　③午後１時30分～　④午後３時～

講　師 ▶大
おお

石
いし

徹
とおる

氏（担当：午前（①②））▶加
か

藤
とう

裕
ゆう

子
こ

氏（担当：午後（③④））
＊年度当初のものであり、変更となる場合があります。

会　場 カタショー・ワンラボ（旧片浜小学校）南棟203会議室（片浜1216番地１）

対　象 市内在住・在勤者、市内で創業を予定している事業者　など

申込方法

事前予約制です。指定の相談申込書に必要事項を記入の上、
商工観光課に FAX（523772）で申し込むか、または市ホーム
ページの申請フォームから申し込んでください。
相談申込書は、市商工観光課、市商工会、市内金融機関に
置いてあるほか、市ホームページからもダウンロードでき
ます。

市ホームページ

令和４年度利用状況
相談者数は41人、相談件数は延べ83件でした。男女比率は、男性延べ42人、女性延べ41人で
した。相談区分別件数は、１位「販路開拓・拡大」（44件）、２位「創業」（17件）、３位「その他・
経営全般」（16件）でした。

申
請
で
き
る
大
会

▼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
▼
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
▼

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
▼
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
▼
国
際
連
盟
が
主
催
す
る
大
会

（
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
を
含
む
）
▼
ユ
ニ
バ
ー

シ
ア
ー
ド
大
会
▼
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
▼

中
央
競
技
団
体
が
主
催
す
る
大
会
▼
高
体

連
が
主
催
す
る
大
会
▼
日
本
高
野
連
が
主

催
す
る
大
会
▼
日
本
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
協
会

が
主
催
す
る
大
会

申
請
で
き
る
人

▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
▼
県
、

地
域
予
選
を
経
て
競
技
団
体
か
ら
推

薦
を
受
け
出
場
す
る
人

申
請
で
き
な
い
人

▼
実
業
団
ま
た
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

所
属
、
プ
ロ
契
約
も
し
く
は
ス
ポ
ン

サ
ー
契
約
を
し
て
い
る
人
▼
中
体
連

が
主
催
す
る
大
会
に
出
場
す
る
人
▼

他
か
ら
同
様
の
奨
励
金
な
ど
の
支
給

を
受
け
て
い
る
人

交
付
金
額

▼
国
際
大
会
（
個
人
）
＝
５
万
円

▼
国
際
大
会
（
団
体
）
＝
５
万
円

▼
全
国
大
会
（
個
人
）
＝
５
千
円

▼
全
国
大
会
（
団
体
）
＝
５
千
円
×

　

人
数
（
上
限
５
万
円
）

提
出
書
類

▼
交
付
申
請
書
▼
市
内
に
住
所
を
有

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
▼
県

ま
た
は
地
域
予
選
の
大
会
結
果
▼
出

場
す
る
大
会
の
開
催
要
綱
▼
大
会
に

出
場
し
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
▼
そ

の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

◀詳細は市ホーム
　ページをご覧く
　ださい



■ハウス新茶の「お茶摘み体験」
　３月17日、ティーファーム牧之原（菅山区）
でハウス新茶の「お茶摘み体験」が行われました。
　このイベントには、市内外から事前に申し込ん
だ26人が参加しました。会場となった４棟のビ
ニールハウスでは、やぶきた種の露

ろ

地
じ

と被せ茶の
２種類が育てられています。
　参加者は、ティーファーム牧之原の杉

すぎ

田
た

素
も と

之
ゆ き

代
表の指導のもと、それぞれのお茶の香りや色味を
楽しみながら、「１芯２葉」の新芽を慎重に摘み
取りました。

摘み取った新茶の香り楽しむ

貴重な品々をじっくり鑑賞する来場者

貴重な書院と品々を堪能
■第63期王位戦第５局の対局室と封じ手を同時公開
　前年９月に行われた「お～いお茶杯第63期王
位戦七番勝負」第５局の際に対局室となった平田
寺（大江区）の書院と封じ手が、３月18日、19
日の２日間限定で同時公開されました。
　封じ手とは、対局が持ち越される場合、翌日先
に指す人が次の一手を紙に書き、封をしたもので、
９月の対局では藤

ふじ

井
い

聡
そ う

太
た

王位が封じました。通常
非公開の書院には、封じ手のほか、藤井王位と豊

とよ

島
し ま

将
ま さ

之
ゆ き

九段のサイン色紙などの貴重な品々が展示
され、県内外から多くの人が訪れました。 杉田代表（中央）の説明を聞きながら新芽を摘む参加者

全国から集結した強豪が熱戦
■第16回春季全日本小学生男子ソフトボール大会
　３月27日から28日にかけて、榛原総合運動公
園「ぐりんぱる」で第16回春季全日本小学生男
子ソフトボール大会が開催され、北は福島県から
南は鹿児島県まで、日本全国から46チームが集
結し、熱戦が繰り広げられました。
　大会は、天候不順により日程や会場が変更され、
準決勝・決勝を行うことができなくなったため、
準決勝に進んだ４チームを優勝として幕を閉じま
した。会場のぐりんぱるは、選手や保護者、関係
者らでにぎわい、熱気に包まれました。

熱戦を繰り広げる選手ら

新茶シーズンの訪れ祝う
■牧之原新茶まつり／お茶はがきデザインコンテスト
　カタショー・ワンラボ（旧片浜小学校）で３月
18日、牧之原新茶まつりが開催されました。会
場内では、ハウス新茶の呈茶、手揉保存会による
手揉み実演、お茶クイズなどが行われ、来場者は
一足早く新茶シーズンの訪れを味わいました。
　また、「第３回お茶はがきデザインコンテスト」
授賞式も開催され、グランプリを受賞した田

た

中
な か

香
か

奈
な

さんは、「今回の作品を通じて、牧之原茶の魅
力が少しでも多くの人に伝わるとうれしい」と話
しました。

第３回お茶はがきデザインコンテストの受賞者ら

進藤さん（中央）の解説に聞き入る来場者

山下さん（右奥）の指示を受けて体を動かす参加者

■市教育委員会表彰／山﨑こども教育賞　表彰式
　「市教育委員会表彰」と公益財団法人山﨑こど
も教育振興財団主催の「山﨑こども教育賞」の表
彰式が３月11日、市史料館で行われました。
　市教育委員会表彰では、各分野で県大会１位、
または同等以上の成績があった19人、１団体が
受賞。さらに、全国大会などで好成績を収めた３
人には「少年少女ノーベル賞」が贈られました。
　山﨑こども教育賞では、あいさつや清掃など、
日頃からの生活姿勢が他の児童生徒の模範である
と評価された25人が受賞しました。

他の模範となる児童生徒を表彰

■キンダーブックと昭和の子ども展
　「キンダーブックと昭和の子ども展」が３月１
日から30日まで、図書交流館いこっと受付カウ
ンター前で開催されました。
　この展示は、昭和２（1927）年に日本で初め
ての保育絵本として創刊された『キンダーブック』
と戦後日本との関わりを振り返るものです。展示
初日には静岡福祉大学地域連携推進センター専門
官の進

しん

藤
ど う

令
れ い

子
こ

さんによる展示解説が行われたほか、
３月11日には、昭和の童謡とともにキンダーブッ
クを楽しむイベントも開催されました。

キンダーブックの魅力を知って

橋本教育長（右）から表彰を受ける生徒

紙コップに入った幼虫を川に放流する園児ら

■ゲンジボタルの幼虫放流体験
　相良油田の里公園（菅山区）で３月９日、菅山
保育園の年長児７人がゲンジボタルの幼虫の放流
を体験しました。
　これは「まきっぽの会」（大

おお

沢
さ わ

稔
みのる

代表）が初め
て開催したものです。大沢代表や同会メンバーか
ら、ホタルの模型や紙芝居を使った説明を聞いた
園児は、紙コップに入った２～３センチほどの幼
虫を公園内の川に放流しました。放流が終わると、
園児は「元気に育ってね」「また見に来るからね」
と幼虫に声をかけていました。

ホタルが飛び交う公園を目指して

広報担当が取材に行きます。あなたの身近にあるホットで楽しい話題やイベントなどの情報をお待ちしています。
情報交流課　☎㉓0040　　koho@city.makinohara.lg.jp   

健康は笑いから！ 脳活も笑いから!?
■認知症予防講演会「笑いヨガ講座」
　市総合健康福祉センターさざんかで３月12日、
認知症予防講演会が開催され、事前に申し込んだ
市民約100人が参加しました。
　認定笑いヨガアンバサダーの山

やま

下
し た

直
なおし

さんが講師
となり行われた「笑いヨガ講座」では、「息を吸っ
て吐くときに笑う」ことを基本に、さまざまなエ
クササイズを実施。会場は、外に響くほどの大き
な笑い声に包まれました。また、講座の前後には、
エーザイ株式会社の協力でタブレット端末による
脳年齢チェックも行われました。

３月号16㌻まちのわだい「全国大会出場選手が市役所を表敬訪問」の記事で氏名の誤りが
ありました。お詫びして訂正いたします。　［誤］増

ます

田
だ

悠
ゆう

祐
すけ

さん　→　［正］増
ます

田
だ

悠
ゆう

佑
すけ

さん



虫
歯
予
防
に
効
果
的
！

牧
之
原
市
の
フ
ッ
化
物
洗
口

●
フ
ッ
化
物
洗
口
の
始
ま
り

　

本
市
は
、
昭
和
50
年
代
か
ら

子
ど
も
の
虫
歯
が
と
て
も
多
い

地
域
で
す
。
平
成
13
年
に
は
、

中
学
３
年
生
の
１
人
平
均
虫
歯

数
が
県
下
で
ワ
ー
ス
ト
と
な

り
、
地
域
の
歯
科
医
師
や
学
校

の
先
生
た
ち
が
こ
の
状
況
を
改

善
し
よ
う
と
、
園
や
学
校
で
の

フ
ッ
化
物
（
フ
ッ
素
）
洗
口
を

始
め
ま
し
た
。

　

幼
少
期
か
ら
思
春
期
の
虫
歯

は
永
久
歯
に
も
大
き
く
影
響

し
、
将
来
の
虫
歯
や
歯
周
病
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
本
市
で
は
幼
稚
園
保
育
園

年
中
の
時
期
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
の
間
、
フ
ッ
化
物
洗
口
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。
最
近
の

研
究
で
は
、
洗
口
の
効
果
は
大

人
に
な
っ
て
も
持
続
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

●
フ
ッ
化
物
の
虫
歯
予
防
効
果

①
酸
に
溶
け
に
く
い
強
い
歯
に

　

す
る
。

②
初
期
虫
歯
の
進
行
を
抑
え
、

　

健
康
な
歯
に
す
る
。

③
細
菌
の
活
動
を
抑
え
、
歯
垢

　

や
プ
ラ
ー
ク
を
防
ぐ
。　

●
セ
ル
フ
ケ
ア
＋
プ
ロ
の
ケ
ア

で
虫
歯
予
防
！

　

フ
ッ
化
物
を
応
用
し
た
虫
歯

予
防
は
、
ご
家
庭
で
の
取
り
組

み
も
大
切
で
す
。

■
フ
ッ
化
物
が
含
ま
れ
る
歯
磨

　

き
粉
を
使
用
す
る
。

■
歯
科
医
院
で
定
期
的
に
健
診

　

を
受
け
、
高
濃
度
の
フ
ッ
化

　

物
を
塗
布
し
て
も
ら
う
。

■
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
な

　

ど
、
歯
の
専
門
家
の
歯
磨
き

　

指
導
を
受
け
る
。

　

こ
の
他
、
本
市
で
は
１
・
６

歳
児
健
診
〜
４
歳
児
歯
科
相
談

ま
で
、
半
年
に
１
回
の
フ
ッ
化

物
塗
布
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
の
丁
寧
な
歯
み
が
き
と

フ
ッ
化
物
を
上
手
に
組
み
合
わ

せ
、虫
歯
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

健
康
推
進
課

☎ ☎ ☎
☎

☎
☎

☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎



☎

申込先・問い合わせ　社会教育課図書係　八木いづみ　☎㉓7007　℻  ㉓7008
tosho@city.makinohara.lg.jp

市ホームページ インスタグラム

子育て世代に
役立つ情報
発信中！

元気なKIDS募集中！
LoGoフォームで随時受付中です。

▶市内在住　▶応募時点で６歳未満
▶過去に「まきのはらKIDS」に掲載
　されていない

LoGoフォーム

　こどもの日 ～こいのぼり、かぶとを作ろう!～

  映画と旅する365日
  F
フ ィ ル マ ー ク ス

ilmarks／監修
  パイ インターナショナル
  図書交流館所蔵

映画好き必見。あなたの人生の
１本を見つけてみてください。国
内最大級の映画レビューサービス
「Filmarks」が選定した、とってお
きの作品が勢揃いです。

  はやく一人になりたい！
  村井理子／著　　亜紀書房
  図書交流館所蔵

自分を大事にしないと、誰かを大
切にすることはできない。
日々の暮らしのこと、これからや
りたいこと、大切な思い出、人。
50代を迎えた著者が、楽しく生き
るコツを考えるエッセイ集。

図書館HP

  目撃者たちの記憶
  1964～2021
  毎日新聞写真部OB／編
  大空出版　　図書交流館所蔵

常にスクープの最前線に立つ新聞
社のカメラマンたち。
事件・事故の瞬間に何を考え撮影
したのか。「スクープの毎日」と呼
ばれ、毎日新聞社を支え続けたカ
メラマンたちの、記憶と足跡を辿
る報道写真史。

他にもたくさんの
新着本があります。
詳しくはホーム
ページの「あたら
しく入った本」を
確認してください。

新 紹着 介本

ひまわり号巡回日程  ５月
巡回コースの詳細は、図書館
ホームページでご覧ください。
［１コース］　５月10日水
［２コース］　５月11日木
［３コース］　５月16日火
［４コース］　５月17日水
［５コース］　５月23日火
［６コース］　５月24日水
［７コース］　５月30日火
［８コース］　５月31日水

曜日の変更
があります。
ご注意
ください。

古新聞や本の帯をリサイクルして、こいのぼりやかぶとを工作します。前年も好評いただいた、
色をぬったり、はりつけたりできる工作です。材料がなくなり次第、終了します。
［期間］５月３日水～７日日
［場所］ミルキーウェイスクエア・図書交流館いこっとカウンター前
＊申込不要、参加費無料、持ち物なし

移動図書館ひまわり号が榛原図書館の臨時窓口になります

図書交流館いこっとは来館者20万人を達成

本紙３月号でお知らせしたとおり、榛原図書館は５月から来年春ごろまで休館します。
その間、移動図書館ひまわり号が週２回巡回後、榛原文化センター駐車場で臨時窓口を開設します。
［日時］毎週火・水曜日（原則）　午後３時15分～午後４時15分
　　　 ＊休祝日の場合は変更あり（詳しくは図書館ホームページまたは図書交流館いこっと（☎㉓7007）まで）

おかげさまで、図書交流館いこっとは２月19日に、来館者20万人を達成しました。
たくさんの皆さまにご利用いただきまして、ありがとうございます。
これからも、皆さんに親しまれる図書交流館を目指してまいります。

＊榛原図書館臨時窓口（移動図書館ひまわり
　号）に取り寄せて借りることができます。



　☎

　

市
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦

没
者
な
ど
の
御
霊
に
対
し
て
、
追
悼

の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
ご
遺
族

の
ご
苦
労
に
対
し
て
深
い
敬
意
を
表

し
、
ま
た
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
た
め
、
戦
没
者
戦
災
死
者
追
悼

式
を
実
施
し
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺

族
な
ど
が
参
列
し
、
多
く
の
皆
さ
ま

に
献
花
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
30
日
火　

午
前
10
時
〜

午
前
11
時

会
場　

い
〜
ら　

ホ
ー
ル

申
込
方
法　

当
日
、
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課　

渡
辺

☎
（
23
）
０
０
７
０

　

今
ま
で
は
、利
用
権
（
相
対
契
約
）

と
中
間
管
理
契
約
（
中
間
管
理
機
構

に
よ
る
転
貸
）
の
２
つ
の
方
法
が
あ

り
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
度
末
で
利

用
権
が
廃
止
さ
れ
、
中
間
管
理
契
約

に
す
べ
て
移
行
さ
れ
ま
す
。

　

利
用
権
契
約
の
更
新
時
期
の
人
に

は
通
知
を
送
り
ま
す
の
で
、
申
込
書

を
農
林
水
産
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
契
約
を
結
び

た
い
人
は
、
農
林
水
産
課
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
農
林
水
産
課
を
通
し
て
農

地
の
貸
借
契
約
を
結
ん
で
い
る
人
、

こ
れ
か
ら
貸
借
契
約
を
結
ぶ
人

申
込
期
限　

通
知
に
記
載

問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課　

澤
入

☎
（
53
）
２
６
１
８

　

旧
榛
原
町
文
化
財
保
護
審
議
会
が

編
纂
し
た
『
郷
土
の
覚
書
』
や
『
郷

土
シ
リ
ー
ズ
』
な
ど
の
文
化
財
関
係

冊
子
を
値
下
げ
し
、
市
史
料
館
で
1

冊
１
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。
冊
子

は
、
郷
土
の
寺
社
や
古
文
書
、
伝
説
、

石
造
物
な
ど
各
テ
ー
マ
ご
と
に
分
か

れ
、
40
冊
以
上
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
手
に
取
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、『
勝
田
氏
物
語
』『
勝
田
氏

物
語
Ⅱ
』『
中
世
郷
土
の
庄
園
』
の

３
冊
は
、
値
下
げ
の
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
部
在
庫
が
無
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
２
日
火
〜
（
市
史
料
館

開
館
時
）

会
場　

市
史
料
館

問
い
合
わ
せ　

市
史
料
館

☎
（
53
）
２
６
２
５

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

①
１
人
１
台
要
件
の
緩
和

　

事
前
登
録
さ
れ
て
い
な
い
自
動
車

で
の
通
行
ま
た
は
自
動
車
を
保
有
し

て
い
な
い
人
（
事
前
申
請
必
要
）
の

有
料
道
路
利
用
も
割
引
対
象
に
な
り

ま
し
た
。

＊
Ｅ
Ｔ
Ｃ
レ
ー
ン
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走

行
で
は
、
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

＊
料
金
所
係
員
に
よ
る
確
認
が
必
要

で
す
。

＊
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
レ
ー
ン
や
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
導
入

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

＊
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
登
録

の
場
合
の
み

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本

お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
（
９
２
２
）
２
２
９

☎
０
５
２
（
２
２
３
）
０
３
３
３

　

結
婚
を
希
望
す
る
人
に
、
ふ
じ
の

く
に
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

出
張
登
録
・
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。
希
望
者

本
人
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
登

録
相
談
や
婚
活
へ
の
悩
み
に
対
す
る

相
談
の
ほ
か
、
本
人
以
外
の
人
か
ら

の
「
子
ど
も
や
親
族
に
結
婚
を
勧
め

た
い
が
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
」
と

い
っ
た
相
談
に
つ
い
て
も
、
専
門
の

相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

日
時　

６
月
20
日
火　

午
前
10
時
〜

午
後
５
時

会
場　

さ
ざ
ん
か
１
階
相
談
室
２

定
員　

７
人

申
込
方
法　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

む
。

申
込
期
限　

６
月
12
日
月

問
い
合
わ
せ　

ふ
じ
の
く
に
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

　

実
際
に
学
校
の
様
子
を
見
て
、
中

学
部
の
生
活
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
８
日
木
（
予
定
）

＊
５
月
上
旬
に
各
小
学
校
に
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

対
象　

吉
田
特
別
支
援
学
校
中
学
部

に
転
入
学
を
考
え
て
い
る
保
護
者

問
い
合
わ
せ　

吉
田
特
別
支
援
学
校

中
学
部
主
事　

☎
（
23
）
９
８
７
２

〜
小
さ
な
て
み
ん
な
で
は
ぐ
く
み

育
て
て
く
〜

　
「
児
童
福
祉
週
間
」
は
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
、
子
ど
も
や
家
庭

を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
国
民
全

体
で
考
え
る
た
め
、
全
国
各
地
で
啓

募　

集

　

市
で
は
本
年
度
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
「
牧
之
原
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

「
牧
之
原
市
男
女
共
同
参
画
推
進
会

議
」
を
設
置
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
公

募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

満
18
歳
以
上
で
市
内
に
在
住

し
て
お
り
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
理
解
と
意
欲
の
あ
る
人

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年

日
程　

年
間
２
〜
３
回
程
度
の
会
議

（
平
日
昼
間
）
を
予
定

募
集
人
員　

２
人

選
考
方
法　

応
募
書
類
に
よ
る
選
考

＊
選
考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

応
募
方
法　

次
の
①
、
②
を
持
参
、

ま
た
は
郵
送
で
提
出
す
る
。

①
応
募
用
紙
＝
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
、
応
募
動

機
を
簡
潔
に
記
入
（
任
意
の
様
式
に

よ
る
提
出
も
可
）

②
小
論
文
＝
「
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
」
に

つ
い
て
、
自
身
の
考
え
や
思
い
を

４
０
０
字
以
内
で
記
入（
様
式
自
由
）

申
込
期
限　

５
月
12
日
金
（
必
着
）

応
募
先　

〒
４
２
１
‐
０
４
９
５

静
波
４
４
７
番
地
１　

牧
之
原
市
役

所
榛
原
庁
舎　

地
域
振
興
課
あ
て

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課　

榛
葉

☎
（
23
）
０
０
５
３

　

歴
史
、
文
化
、
生
活
、
福
祉
な
ど

興
味
・
関
心
の
あ
る
分
野
を
、
学
級

生
自
ら
計
画
を
立
て
学
習
し
ま
す
。

日
時　

平
日
昼
間
（
午
前
9
時
30
分

〜
２
時
間
程
度
）

会
場　

榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

内
容　

前
年
度
の
学
習
例
＝
講
話
、

健
康
ア
ッ
プ
体
操
、
郊
外
学
習
、
音

楽
鑑
賞　

な
ど

活
動
期
間　

５
月
〜
令
和
６
年
３
月

（
月
１
回
程
度
）

開
講
式　

５
月
19
日
金　

午
前
9
時

30
分
〜
（
会
場
＝
榛
原
文
化
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
）

定
員

60
人

参
加
費　

無
料
（
材
料
費
な
ど
は
自

己
負
担
）

申
込
方
法　

窓
口
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
む
。

申
込
期
限　

５
月
18
日
木

問
い
合
わ
せ  

榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー

田
中　

☎
（
23
）
０
０
０
２

　

住
宅
の
購
入
前
に
資
金
計
画
を
学

び
ま
せ
ん
か
。
住
宅
取
得
に
関
す
る

助
成
金
制
度
、
家
づ
く
り
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

５
月
14
日
日　

午
前
10
時
〜

午
前
11
時
30
分

会
場　

さ
ざ
ん
か
会
議
室
１
・
２・
３

対
象　

市
内
で
住
宅
取
得
を
検
討
し

て
い
る
人

内
容　

▼
牧
之
原
市
子
育
て
家
族
定

住
奨
励
金
制
度
に
つ
い
て
▼
牧
之
原

市
利
子
補
給
制
度
に
つ
い
て
、
住
宅

ロ
ー
ン
制
度
内
容
と
選
び
方
▼
最
新

住
宅
事
情
に
つ
い
て
〜
こ
れ
か
ら
の

住
宅
に
必
要
な
性
能
〜

定
員

25
人

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

申
込

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

ろ
う
き
ん
榛
南
支
店

に
電
話
で
申
し
込
む
。

申
込
期
限　

５
月
12
日
金
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ　

▼
ろ
う
き
ん
榛
南
支

店　

☎
（
22
）
３
３
４
４

▼
商
工
観
光
課　

石
田

☎
（
53
）
２
６
４
７

　

運
動
機
能
向
上
・
転
倒
予
防
体
操

を
し
て
、
介
護
者
自
身
の
健
康
を
保

ち
ま
せ
ん
か
。
在
宅
介
護
を
テ
ー
マ

に
し
た
参
加
者
・
介
護
職
員
と
の
座

談
会
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

５
月
24
日
水　

午
前
９
時
30

分
〜
午
前
11
時
30
分

会
場　

さ
ざ
ん
か
１
階　

ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル

対
象　

牧
之
原
市
在
住
で
、
在
宅
で

介
護
を
し
て
い
る
人
や
こ
れ
ま
で
介

護
を
経
験
し
た
人
、
今
は
介
護
を
し

て
い
な
い
が
将
来
的
に
介
護
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
人

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
（
送

迎
が
必
要
な
人
は
要
相
談
）。

参
加
費　

無
料

定
員

20
人

申
込
期
限　

５
月
13
日
土

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

ま
る
に
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
（
有
限
会
社
サ
ー
ク
ル

ツ
ー
内
）
加
藤
・
望
月

☎
（
22
）
２
１
０
２

お
知
ら
せ

　

障
が
い
の
あ
る
人
は
、
所
有
す
る

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
制

度
が
利
用
で
き
ま
す
。
更
新
の
人
に

は
、
３
月
下
旬
に
通
知
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
新
規
に
申
請
す
る
人
は
、

税
務
課
・
市
民
課
相
良
窓
口
係
の
窓

口
に
あ
る
申
請
書
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
減
免

で
き
な
い
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

５
月
24
日
水
ま
で

申
請
先　

税
務
課
、
市
民
課
相
良
窓

口
係

持
ち
物　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
自
動
車
検
査
証
、
運
転
免
許

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

通
知
カ
ー
ド

＊
障
が
い
の
等
級
に
よ
っ
て
は
、
適

用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
わ

か
ら
な
い
場
合
は
事
前
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
減
免
は
、
１
人
に
つ
き
車
両
１
台

で
す
。
普
通
自
動
車
と
軽
自
動
車
の

両
方
は
減
免
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

収
納
管
理

係　

☎
（
23
）
０
０
２
２

  

自
動
車
税
種
別
割
は
５
月
31
日
水

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
自
動
車

税
種
別
割
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
、

運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動

車
の
所
有
者
（
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た

自
動
車
で
売
主
が
所
有
権
を
保
留
し

て
い
る
も
の
は
買
主
で
あ
る
使
用

者
）
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
５
月
18
日
木
ま
で
に
自
動

車
税
種
別
割
納
税
通
知
書
が
届
か
な

い
人
（
軽
自
動
車
は
除
く
）
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

藤
枝
財
務
事
務
所　

税
務
課　

課
税
第
１
班

☎
０
５
４
（
６
４
４
）
９
１
２
２

　

全
国
的
な
シ
ス
テ
ム
改
修
の
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
窓
口
業
務
の

一
部
を
停
止
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
は

原
則
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
代
替
文

字
が
あ
る
人
は
当
日
交
付
で
き
な
い

た
め
、
後
日
カ
ー
ド
を
郵
送
し
ま
す
。

停
止
日　

５
月
１
日
月
、
２
日
火

停
止
す
る
業
務　

▼
電
子
証
明
書
の

更
新
▼
他
市
町
か
ら
の
転
入
や
、
外

国
籍
の
人
の
有
効
期
間
変
更
の
際
の

署
名
用
電
子
証
明
書
の
発
行
▼
市
内

で
の
転
居
や
婚
姻
な
ど
で
、
住
所
や

氏
名
な
ど
が
変
わ
る
人
の
カ
ー
ド
の

券
面
更
新
お
よ
び
署
名
用
電
子
証
明

書
の
発
行
▼
暗
証
番
号
を
忘
れ
た
際

の
初
期
化
お
よ
び
ロ
ッ
ク
解
除

問
い
合
わ
せ　

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総

合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
（
95
）
０
１
７
８

▼
市
民
課　

榛
原
窓
口
係

☎（
23
）０
０
２
１

▼
相
良
窓
口
係　

☎（
53
）２
６
０
４

﹇
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
計
画

調
査
﹈

調
査
期
間　

５
月
末
日
ま
で

調
査
内
容　

災
害
時
に
１
人
で
の
避

難
が
困
難
で
、
家
族
な
ど
の
支
援
を

受
け
ら
れ
な
い
人
を
対
象
に
、
地
域

で
避
難
支
援
を
す
る
際
に
必
要
な
情

報
を
調
査

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課　

渡
辺

☎
（
23
）
０
０
７
０

﹇
高
齢
者
福
祉
行
政
基
礎
調
査
﹈

調
査
期
間　

５
月
末
日
ま
で

調
査
内
容　

市
内
の
65
歳
以
上
で
在

宅
の
人
を
対
象
に
、
身
体
・
世
帯
・

要
援
護
状
況
な
ど
を
調
査

問
い
合
わ
せ　

長
寿
介
護
課　

川
口

☎
（
23
）
０
０
７
４

　

担
い
手
育
成
や
農
業
生
産
技
術
の

改
善
、
新
商
品
開
発
、
販
売
促
進
な

ど
の
必
要
経
費
２
分
の
１
以
内
を
助

成
し
ま
す
（
限
度
額
あ
り
）。

対
象　

地
域
農
業
や
農
山
村
地
域
の

振
興
な
ど
に
取
り
組
む
農
業
者
の
組

織
な
ど

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
申
し

込
む
。

申
込
期
限　

５
月
上
旬

問
い
合
わ
せ　

▼
最
寄
の
Ｊ
Ａ
営
農

指
導
担
当
部
署

▼
農
林
水
産
課　

山
本

☎
（
53
）
２
６
１
８

市
男
女
共
同
参
画
推
進
会

議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

牧
之
原
市
生
涯
学
習
中
央

セ
ミ
ナ
ー
学
級
生
を
募
集

地：地域振興課
農：農林水産課
茶：お茶振興課
建：建設課

問い合わせ
管理検査課　道田
☎532602

は
じ
め
て
の
家
づ
く
り
資

金
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

自
動
車
税
種
別
割
は
必
ず

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

窓
口
業
務
の
一
部
を
停
止

民
生
委
員
が
調
査
の
た
め

に
ご
自
宅
を
訪
問
し
ま
す

「
ふ
じ
の
く
に
出
会
い
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
相
談
会

５
月
５
日
〜
11
日
ま
で
は

「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す

発
事
業
や
行
事
を
行
う
期
間
で
す
。

　

未
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
が
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
健
や
か

に
育
つ
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
静
岡

県
子
育
て
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
「
ふ
じ
さ
ん

っ
こ
☆
子
育
て
ナ
ビ
」

で
は
、
子
育
て
に
関

す
る
情
報
や
相
談
窓

口
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

県
健
康
福
祉
部
こ
ど

も
未
来
課

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
３
５
４
６

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
発
表
の
場
の
提

供
と
、
に
ぎ
わ
い
の
場
の
創
出
を
目

的
に
、「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
天
国
」

を
企
画
し
ま
し
た
。
入
場
無
料
で
出

店
も
30
店
あ
り
、
楽
し
さ
、
お
い
し

さ
満
載
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時　

５
月
14
日
日　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

会
場　

静
波
海
浜
公
園
（
自
由
の
女

神
像
横
）

出
演
者　

バ
ン
ド
演
奏
、
マ
ジ
ッ
ク
、

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
腹
話
術
、
県
警
音

楽
隊
、
津
軽
三
味
線
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

弾
き
語
り　

他

問
い
合
わ
せ　

牧
之
原
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
天
国
実
行
委
員
会

☎
０
８
０
（
２
６
６
０
）
４
２
１
８

農
地
の
貸
借
契
約
が
令
和

６
年
度
末
で
変
わ
り
ま
す

工事・委託名 予定価格（税抜）落札価格（税抜） 落札率 落札業者

地 牧之原市営バス鬼女・菅山線運行管理業務委託（令和５年度運行分） 5,818,000円 4,044,000円 69.51% スルガ観光

農 予防剤注入業務委託 863,000円 850,000円 98.49% 特種東海フォレスト

茶 大島川浚渫工事 1,850,000円 1,820,000円 98.38% 増井建設

茶 大寄地区沖代用水路改修工事 3,540,000円 3,500,000円 98.87% 若杉建設

茶 普通河川藤沢川設計業務委託 6,360,000円 6,000,000円 94.34% 二葉測量設計事務所

建 市道大江33号線（（準）是長谷川２号橋ほか１橋）橋梁補修設計業務委託 5,880,000円 5,570,000円 94.73％ フジヤマ 島田営業所

建 朝生地区放水路改良工事 3,910,000円 3,900,000円 99.74% 松浦組

有
料
道
路
障
が
い
者
割
引

制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

吉
田
特
別
支
援
学
校
中
学

部
の
見
学
会
・
体
験
入
学

介
護
者
の
つ
ど
い
〜
生
き

生
き
と
若
々
し
く
過
ご
す

牧
之
原
市
戦
没
者
戦
災
死

者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す

旧
榛
原
町
の
文
化
財
関
係

冊
子
を
１
０
０
円
で
販
売

県
農
業
振
興
基
金
協
会
の

助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す

「
牧
之
原
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

天
国
」
を
開
催
し
ま
す
！



広
報
ま
き
の
は
ら

令
和
５
年
４
月
15
日
発
行

▼
４
月
か
ら
他
の
部
署
に
異
動
と

な
り
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば
、
担

当
し
た
５
年
の
う
ち
３
年
間
は
コ

ロ
ナ
禍
。
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中

止
と
な
り
、
途
方
に
暮
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
▼
そ
れ
で
も
、
広

報
担
当
と
し
て
、
他
で
は
で
き
な

い
よ
う
な
経
験
を
た
く
さ
ん
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学

校
や
幼
稚
園
、
保
育
園
、
こ
ど
も

園
の
取
材
は
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
で
疲
れ
が
吹
き
飛
ぶ
癒
し
の
時

間
で
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
取

材
先
な
ど
で
「
い
つ
も
読
ん
で
る

よ
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
▼
広
報

紙
は
、
決
し
て
自
分
一
人
で
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

５
年
間
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に

支
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
と
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
▼
次
号
か
ら

は
新
し
い
体
制
で
、
市
の
情
報
を

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
広
報
ま
き

の
は
ら
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

編
集　

牧
之
原
市
企
画
政
策
部
情
報
交
流
課

〠
４
２
１
‐
０
４
９
５

静
岡
県
牧
之
原
市
静
波
４
４
７
番
地
１

☎
０
５
４
８
（
23
）
０
０
４
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w
w
.city.m

akinohara.shizuoka.jp
Ｅ

メ

ー

ル　

koho@
city.m
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